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Abstract: The aim of this paper is to introduce the 

conceptual design of the mobile server software “MY 

Server” for language teaching drafted by Tokumoto. It 

is to report how this software is designed and adopted 

effectively to Japanese language teaching.

   Most of the current server systems for education 

require facilities in a big scale including high-spec 

server machines, professional administrators, which 

naturally result in big budget projects that individual 

teachers or small size schools cannot afford. This 

MOBILE server software, “MY Server” is all written 

in Prolog and compiled to executable programs that 

can work on the Web. It is so compact and lightweight 

that it can be installed on a home PC. Most server 

programs are so complicated to use for language 

teachers but this software does not require any 

professional knowledge to use. Teachers can install the 

software on their laptop computers without any help 

and bring them even to a classroom. 

   The software administers testing and its automatic 

evaluation, teaching materials presentation, etc. Only 

having knowledge in Word and Excel makes anybody 

possible to create their own teaching materials and 

examinations which can be offered via the Internet, 

making their own home PCs as a server. Answers from 

students are stored automatically and permanently in 

Excel CSV format in the teacher’s own PC. Teachers 

can collect information required for assessment 

anytime from the internal database. By the time the 

course is fi nished, all the documents and handouts as 

well as all the scores are accumulated and stored in 

teachers’ own PC.

   This software is not just lightweight but also so 

flexible to accommodate many difficult requirements 

language testing and teaching materials have. Teachers 

can perform not only quantitative but also qualitative 

evaluation on students’ performance by adding 

attributes to questions. Different types of testing can 

be also used. Teachers can control whether or not to 

show the results of tests to students (just a total score 

or corrections), whether to allow students to access the 

materials more than once.

   The authors hope “MY Server” will help teachers, who 

teach with little or no support from institutions, create 

their courses on the Internet. Offering information or 

courses on the Internet is no longer a big budget project. 

It is something any teachers can do by themselves.

Key Words: Server Program, Online test, Language 

education, e-Learning
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0. はじめに

　本研究は，これまで数年にわたって広島大学総
合科学研究科「言語と情報研究プロジェクト」公
開セミナーで著者らが発表してきた内容をまとめ
たものである1．本研究は，一見，古典的な「研究」
のパラダイムにそぐわないように見えるかもしれ
ない．先行研究を拠り所にしているというのでも，
実験データでの検証をしているのでもない（そも
そもこの分野の先行研究は少なく，データもほと
んどない）．ここで試みたことは，外国語教育に
携わる多くの教員が言語テストを実施する際，各
自の頭脳の中で行っているはずの通常の処理のご
く一部を機械に肩代わりさせ，それによって，単
純であるが膨大な処理を極めて短時間に終えると
いう試みである．本研究の目的は，この試みが，
実際の教育の現場の同僚たちに何らかの貢献をも
たらすかもしれないという見通しを提示し，今後
の教育の発展に資することにある．

1. 外国語教育におけるオンライン教
育の現状

　外国語学習や外国語研究などの領域でも，オン
ライン教育は確実に浸透している．とりわけ学
生側のWeb上の情報検索や情報受容の能力（コン
ピュータ・リテラシー）は着実かつ驚くべき速さ
で向上している．しかし他方，教育のイニシァ
ティヴを担うはずの教師の側は，学生たちの期待
に応えるだけのオンライン教育を提供できていな
いように思われる．外国語教員にとって，自らの
教育情報をオンライン上で学生に提供するための
手段は，多くの場合未だにメールのみであるとい
うのが実情であろう2．教師が「ITを利用する教育」
を未だ十分に実施できていない理由には，環境的
な問題と人的な問題が介在していると思われる．

1.1. 環境的な問題
　オンラインで教育情報を十全に提供するには，
提供手段としてのサーバを駆使する必要がある．
しかし，サーバの構築と利用は，高度な情報処理
と情報通信の力量・知識を要求するため，一般の

外国語教員にとっては，かなりハードルが高いと
言わざるを得ない．
　教員にとって理想的なオンライン教育環境は，
大学や研究所に設置された専門施設で専従の情報
処理専門家がサーバを管理しており，教員が常時
そのサポートを受けられるような環境であろう．
そして，そのサーバは世界中どこからでもアクセ
スできるインターネット環境を提供しており，そ
こで各教員がそれぞれのコースのカスタマイズが
出来ることが必要である．
　しかし，予算など様々な理由で，このような理
想的環境が整っていることはむしろ稀である．仮
に理想的な施設が用意されたとしても，ウイルス
予防や情報保護の観点から，アクセス自由度が制
限されていることがほとんどである．また，教師
に「サーバに直接アクセスする」権限が与えられ
ていなかったり，利用のための教員研修が実施さ
れたりしていなければ，やはり教員からの発信は
容易には進まないであろう3．

1.2. 人的な問題
　大学における昨今の非常勤講師の割合の多さは
驚くほどである（特に外国語分野）．しかし，オ
ンライン教育のためのインフラは，非常勤講師に
は提供されていないことが多い．また，提供され
ていたとしても，アクセスがキャンパス内に限ら
れていると，数校かけもちして自宅で作業をする
ことが多い非常勤講師には，そのサービスは使え
ず，オンライン教育に取り組みたくても取り組め
ないということになる．
　また，学生の多様化も問題である．以前にもま
して，「落ちこぼれ」や精神面の問題などで授業・
キャンパスに適応できない学生が増えている．そ
れらの学生を救い上げるには，画一的なものでは
なく，個々の状況にきめ細やかに対応した教育活
動が必要になる．しかし，現状のオンライン教育
のインフラや教育ツールは画一的な内容を提供す
るものがほとんどであり，小回りが利くものは稀
である．
　以上の人的問題は，オンライン教育を難しくし
ているものではあるが，同時にオンライン教育の
必要性を痛感させる問題でもある．現在のオンラ



《図１：ボトルネック現象》
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イン教育環境ではこれらの人的問題は足かせでは
あるが，ひとたび環境が整えば，これらの人々が
一番その恩恵を被ることになるからである．

2. 直面する具体的な問題

2.1. 環境的な問題
　筆者（徳本）が教える名古屋外国語大学日本語
教育センター（以下，センター）は，2003年か
らBlackboardを導入し，オンライン学習支援をス
タートした．
　このサーバはメディア情報教育センターによっ
て管理され，理想的な環境が整ったかに思われた．
しかし，Blackboardのテスティング機能を使って
テストを試みたところ，学生がテストそのものに
アクセスできないという問題が起こった．原因は，
名古屋外国語大学のSINET回線の貧弱さであっ
た．ファイヤーウォールの関係でBlackboardは学
内LANの外に置かれていたが，学外サーバと教室

PCをつなぐSINETがわずか1.5メガbps (bps=bit per 

second) しかないのである．学内は100メガbpsの
高速アクセスが確保されているが，学外とのアク
セスは，ADSLや光ケーブルといった最近の個人
の自宅のアクセス状況よりも劣悪である．そこへ，
テストで学生が一斉にアクセスしたため，ボトル
ネック現象を引き起こしてしまった（《図１》参
照）．
　しかし，三々五々学習者にアクセスさせればい
いかと言えば，テストという性格上それは不可能
である．このファイヤーウォールやインターネッ
トアクセスの問題は，一教員で解決できるレベル
の問題ではなく，Blackboardでのテスティングは
結局諦めざるを得なかった．
　2007年に，プラットフォームがBlackboardから
Moodle に変更されたが，不利な状況は変わらず，
結局オンラインでは基本的に情報提示と連絡業務
しか行えない状態が続いている．

2.2. 人的な問題
2.2.1. センター授業の特異性
　留学生を相手にするというセンターの性格上，
教員が対応する学生の多様さは日本人学生の比で
はない．また，センターの日本語授業は，週10コ
マで，週1コマの学部の通常授業の10倍となり，
かなりの集中コースである．
　このような環境で担当教員が当然ぶつかる問題
は，「ついてこられない学生をどのように拾い上
げるか」と「もっと先へ進みたい学生をどのよう

に満足させるか」という，相反する２つの問題で
ある．もちろん学部の通常の授業でも同じ問題は
あるが，10年を1年に凝縮したような集中コース
の環境では，その問題もより深刻になる．それに，
日本人学生と比べて，留学生は自分の希望や権利
を主張するので，問題もより顕在化してくる．

2.2.2. 対応策の問題点
　対応策として，落ちこぼれそうな学生は授業後
に残して補習授業を行ったり，より先に進みたい
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学生には追加課題を与えたりしていたが，これは
学生にも教員にもかなりの負担になり，時間的な
制約もかなり大きくなる．
　そこで，そうしたニーズに応えるため，オンラ
インで学習支援パッケージを提供しようという
ことになった．オンラインならば，分からないと
ころは何度でも試行することができ，先へ進もう
と思えば自由に進める．また，時間的制約もな
く，いつでも学習することが出来る．しかし，ア
セスメントを阻んだファイヤーウォールや貧弱な
SINETインターネットアクセスのために，この計
画も頓挫してしまった．

2.2.3. クラス分けテスト
　また一方で，学期始めのクラス分けテストをオ
ンラインで行えないかという声があった．セン
ターの場合，春と秋の年2回の留学生受け入れ時
に，150名ほどの留学生のクラス分けテストを実
施するが，採点と判定作業に許されている時間は
翌日までの半日しかない．A4用紙の形にすると
テストは20ページ近くあるので，150名分となる
と3000枚という膨大な量になり，その採点は，セ
ンター講師を総動員しても夜遅くまでかかってい
た．しかし，問題数を減らせば，レベル分けの精
度は落ちてしまう．
　そこで，問題数は減らさずに作業を効率化する
方法として，プラットフォームの自動採点機能を
導入しようという案が出た．しかし，上記のファ
イヤーウォールや貧弱なSINETインターネットア
クセスのために，これも実現不可能であるという
ことが判明した．
　つまり，高額のプラットフォームを導入し，専
属の管理者にメンテナンスをしてもらえる環境に
なったにもかかわらず，結局は教員にとっても学
生にとっても，大きなメリットにはならなかった
のである．

3. プログラムの自主開発

　BlackboardやMoodleのような既成のプラット
フォームではテスト問題の仕様を変えることは技
術的にできない．また，大学のインターネット環
境を変えるには時間がかかりすぎる．そこで，セ
ンターではオンライン教育システム(“MY Server”)

の自主開発に着手した4．

3.1. プログラムの基本的な必要条件
　これまで述べてきたような理由から，開発する
サーバ・プログラムの基本的なデザインは以下の
２つの条件を満たす必要があった．

(1) プログラミングの知識やサーバを構築する
技量を必要としないこと

(2) いかなるインターネット環境にも自在に対
応できること

　そのための工夫として，MY Serverには以下の
３つの特徴を実現した．
　まず一つ目は，一切のCGIプログラミングや，
データベース・プログラミングの必要のない形で
データの管理を提供する点である．
　二つ目は，学生個人のディレクトリが自動生成
され，全データがその個人のディレクトリ内に保
存・処理されるという点である．この個人ディレ
クトリには答案などがそのままの形で保存されて
おり，いつでも見られるようになっている．この
個人ディレクトリのシステムと答案自体の保存
は，一見なんでもないことのように見えるが，実
際は極めてユニークな仕様である．市販のプログ
ラムでは，テストに関しては基本的に成績スコア
しか残さないからである．また，サーバ構築の視
点から見れば，このディレクトリ・システムによっ
て，通常よく使われるSQLデータベース・プログ
ラミングを不要とする仕組みを作っているからで
ある（《図２》参照）．
　そして，三つ目は，データは個別データとして
だけではなくクラス毎にも集約することができ，
それがWeb上で見られると同時に，Excelシート
（CSVデータ）形式でも保存されるようにした点
である（《図３》参照）．



《図２：各学生の個人ディレクトリとそこにそのまま保存された答案》

《図３：Excel形式でクラス毎に集約された成績スコアデータ》
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　ユーザとのコミュニケーションとしてWEB

サーバを使う場合には，最低限CGI プログラミン
グが必要であり，サーバのデータ管理には，SQL

サーバや，その他のデータベース・プログラミン
グを伴うことがほとんどである．しかし，データ
管理においてサーバ・プログラミング技術が要求
されるならば，それは通常の教員の力量では到底

扱いきれるものではない．
　そのため，MY Serverは，サーバ・プログラム
のインストールも，コピー＆ペーストで出来るよ
うにデザインした．サーバ管理者などの助けがな
くても，普通の教員が，自分でサーバの立ち上げ，
データ作成，データ搭載の一連の作業を行うこと
が出来る．



《図４：モバイル・サーバ》
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　次に，「いかなるインターネット環境にも自在
に対応できる」プログラムにするという目的を突
き詰めていった結果，大学のサーバに頼らず各教
員の個人PCをサーバとするのが最適であるとの
結論に達した．個人PCならば，大学でのインフ
ラが整っていなくても，学内LANでしか提供され
ていない閉ざされたイントラネットであっても問
題はない．
　そして，もしMY Serverをノート型PC上でも十
分実用に耐える超軽量のCGIサーバ・プログラム
とすることができるならば，MY Serverを搭載し
てサーバ化したノート型PCは「モバイル・サーバ」
となる．オンライン教育環境が整っていない場合
でも，教材やテストを搭載したノート型PCを教
室に持ち込めば，オンライン教育環境が構築でき
る．また，教員がサーバそのものを自宅に持ち
帰って作業することも出来る．サーバをモバイル
化することにより，施設の問題のみならず人的問
題にも解決の糸口がもたらされる．これまでサー

バというと，一箇所に固定された大掛かりなもの
であったが，それを持ち運び移動させるというコ
ペルニクス的発想の転換を行ったわけである（《図
４》参照）．
このプログラムの軽量化は，通常プログラミン
グに使われるC言語やJAVA言語などではなく，
Prologという検索を基盤にしたプログラミング言
語を使用することによって可能になった．Prolog

は一般には認知度は低いが，人工知能や自然言語
処理の目的でよく使われる言語で，特に処理の軽
さは特筆すべき点である．また，教室に一時的に
持ち込むモバイル・サーバとしてではなく，固
定された通常のサーバとして設置する場合には，
サーバのデータには，FTPサーバ・プログラムや 

Windows OS付属のリモートデスクトップ を利用
して，世界中どこからでも固定サーバのデータに
教員が管理者としてアクセスできる機能を設ける
こととした（松村・徳本 2007他）．

3.2. モバイル・サーバの特徴
　モバイル・サーバには，以下のような多くのメ
リットがある．

(1) 教室内LANのみで完結するため，ネット
ワークの品質に左右されない
日本語教育の場合は，まだインフラが整
備されていない国で教えることがあるが，
そのような場合でも利用できる長所があ
る．

(2) サーバを共用しない
大規模なサーバが大学で準備されていて
も，多くで共用する場合，負荷が大きく
なりスピードがダウンすることがよくあ
るが，モバイル・サーバは究極の専用サー
バとなり高速で動作する．

(3) グローバルなインターネットへの接続を必
要としない
昨今教育の現場でも個人情報保護がよく



《図５：Excelで作成された試験問題のオリジナルデータ》

《図６：テストの提供方法の設定画面》
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問題になるが，MY Serverの場合はインター
ネットにつなぐ必要性がないため，情報
が漏れる可能性がなく，安全である．

　このような特徴は，これまでの大規模サーバで
は考えられなかったことで，MY Serverのユニー
クさをよく表していると言える．

3.3. 教材およびテストの作成＆搭載方法
　一般の外国語教員が，オンラインで教材やテス
トを提供するには，まずその文書テキストを作ら
ねばならない．そのためにMY Serverに要求した
のは以下の３点である．

(1) できるだけワープロと同程度の容易さで文

書が作成できること
(2) 文書をテスト用紙のフォーマットにするの
が容易であること

(3) 搭載が容易で，サーバのディレクトリ構造
が容易に構築・変更できること

　上記(1)の条件を満たすため，特別なプログラ
ミング言語を使用しなくても，教材やテストを作
成できるように，MY Serverにはオーサリング・
ツールとしての機能を持たせた．ほとんどの教
員が通常使っているWordやExcelといったソフト
ウェアで文書を書きさえすれば，その文書はオン
ラインで提供することが出来るようになる（《図
５》参照）．

3.4. テストの提供方法
　学生へのテストの提供方法に関しては，MY 

Serverは以下のように設計されている．
(1) 何度も繰り返し受けさせることの可能なテ
ストと，１回限りのテストの２つの提供
方法が出来ること

(2) 何度も受けることが出来るものは，学生の

誤答を訂正したり，正解を与えたり出来
るインタラクティブなものであること

(3) 一回限りのテストで複数のテスト用紙が用
意されるとき，受験の順序付けや，開封
やアクセスの禁止等のセキュリティ設定
が可能になること（《図６》参照）



《図７：そのまま保存された学生の答案》
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3.5. テストの回収方法
　テスト結果を分析し，それを踏まえて次の教育
ステップを再構築するという，テスト本来の目的
を遂行するために，以下のようなデザインを考案
した．これは基本的に，紙の形のテストの結果を
処理する際に教員が無意識に頭の中で行っている
過程を明示化し，プログラムの動きとして置き換
えて行く作業である．

(1) 学生一人ひとりの答案がそのまま見られる
こと（《図７》参照）

(2) クラス全体の結果の要約がExcelの表の形
で要約されていること（《図３・８》参照）

(3) 単なる結果（成績，スコア）だけでなく，
学生の間違った解答（正解を返したもの
についてはその正解）がきちんと見られ
ること（《図９》参照）

　特に，単なるスコア結果だけでなく，学生の誤
答が見られるという特徴は，外国語教育のオンラ
インテストとしては必須のものである．誤答分析
ができなくては，その結果を次の授業内容に反映
することができない．また，特に，クラス分けの
ような作業は，総合成績だけではできない．同じ
成績でも，「全体的に間違っているのか」「ある項
目だけ集中して間違っているのか」などその中
身を見なければ，正しいクラス分けはできない．
MY Serverでは，この「誤答分析」のために，あ
る仕掛けを施した．これについては，次節で詳述
することにする．
　以上見たMY Serverの特徴は，言語教育の実践
という視点から見る限り，当たり前のものである
が，これらの特徴をすべて備えているオンライン
テストのプラットフォームは，筆者らの知る限り
これまで存在しなかったものである．



《図８：Excel形式でクラス毎に集約された成績データ（設問の属性内容情報を含む）》

《図９：学生の誤答の記録》
（学生が正解を返した場合には，    ，そうでない場合には，学生の誤答が記録されている。）
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4. テスト機能の充実

4.1. 市販ソフトの問題点
　現在，市販公開されているオンラインソフト
ウェアをテストに使用しようとすると，自由度が

低いことに驚かされる．MoodleやBlackboardなど
のサーバを教師が自由に利用できる環境が整って
いても，そのテストの問題作成自体に関する自由
度は意外に小さい．
　また学生からの答案回収においても，回収され



《図１０：問題属性》
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る内容は，採点結果の得点（スコア）のみという
ケースがほとんどである．Blackboard，Moodleに
付属するオンラインテストや北米でしばしば利用
されているHot potatoesのようなオンラインテスト
なども，すべて得点結果のみしか回収できない．
　（外国語）教育における学生の評価は，単にス
コアだけではない．「学生は何を間違ったのか？」
「この一連の教育活動で何が十分に学生の側に浸
透しなかったのか？」ということを教員は絶えず
点検し，評価する．それは，教師自身が教育効果
を自己点検していることにほかならず，その反省
の上に次の教育ステップを再構築するための手段
がテストである．しかし，テスト本来のこの目的
をオンラインテストで遂行するには，現状のオン
ラインテストの形式ではあまりにも不十分と言わ
ねばならない．

4.2. 問題属性の付与
　学生の理解度に合わせた教材や授業内容にする
ため，そして，クラス分けの精度を上げるために
は，正誤判定や総合点だけでは不十分である．そ
のためには，その問題が「何を見ようとした問題
か」を知る必要がある．つまり，その問題を教員
が作成した時の出題意図を，どこかに予め記して
おく必要がある．そこで，MY Serverでは，この
出題意図を「問題属性」として書き込むことが出
来るようにデザインした．これは，教員自身が
教材やテストを作成するからこそ出来ることで，
MY Serverの大きな特徴の一つである（《図１０》

参照）．
　たとえば，「10時（　から　）勉強します」と
いう問題の場合，この「から」に関して，「助詞，
04，時間，開始」と４つの属性を書き込んでお
く．つまり，この問題は，時間の開始時点を示す
助詞の問題であり，教科書の４課に出てくるとい
う情報である．このように全ての問題について属
性を書き込んでおけば，この属性は結果のエクセ
ルシートに，成績と一緒に別々の列に出てくるの
で（《図８》参照），それぞれの情報に関してソー
ト（並べ替え）をかけることが出来る．その結果，
この学生は助詞の理解が弱いとか，時間に関する
助詞はできているとか，４課までの内容はできて
いるが，それ以降は理解が弱いといった分析が出
来るわけである．
　クラス分けテストでは，この問題属性を付与し
た結果，学生の達成度を素早くかなり正確に把握
することが出来るようになり，クラス分けだけで
はなく，そのクラスがどの教科書のどの課から始
めるべきか，ということまで判断できるように
なった．
　実際に，紙の形の試験でも，教員はこのプロセ
スを無意識に踏んでいるはずである．採点しなが
ら，「あぁ，この学生は助詞が弱いな」とか「７
課はみんなあまり分かっていないようだな」な
どと考えている．その無意識のプロセスをコン
ピュータに肩代わりさせるための仕掛けが，この
問題属性なのである．
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5. 実践による改善効果

　パイロット研究として名古屋外国語大学日本語
教育センターにおいてこのMY Serverを最近５年
間使用してきた．非常勤講師の多さ，学生の多様
さなど，一般の学部授業の状況が極端な形で現れ
る留学生の日本語クラスで，MY Serverのメリッ
トがフルに生かされた．
　名古屋外国語大学のインターネット環境の問題
は，学内LANにのみ限定されたイントラネットで
あるだけではなく，キャンパスがいくつかの全く
分離したセグメントに分けられているということ
にある．この結果，同じキャンパス内でも，セグ
メントを横断するとサーバが使えないという問題
があるが，MY Serverのモバイル性はこの問題を
クリアした．
　また，多くの非常勤講師が一つのコースに携
わる場合，サーバへのアクセス自由度の制限や
各講師のコンピュータ・リテラシーの差異のた
め，オンライン教育による教材提供は非常に難し
い．しかし，このMY Serverのモバイル性と使用
方法の簡便さは，講師に自由度を与えた．現在，
多くの講師が各自のノート型PCを教室に持ち込
んでサーバにしている．大学の不完全なインター
ネット環境に阻まれていたオンライン教育がMY 

Serverのモバイル性によって実現可能となったの
である．
　また，MY Serverは，センターのクラス分けテ
ストに過去５年間利用され，テストの自動回収と
自動採点に大きな成果をあげている．採点作業が
瞬時に終了するのはもちろんのこと，問題属性を
ソートすることによって，間違いの傾向も素早く
把握することが出来る．そのおかげで，結果分析
および判定に十分時間を割くことができ，クラス
分けの精度が格段に上がった．また，採点業務量
の心配をせずに問題数を増やすことが出来たとい
うことも，精度の向上に寄与した．MY Server導
入後，学生からのクラス変更依頼も，教員が学生
のクラス変更の必要を感じることもほとんどなく
なった．試験時間を短縮するため３年目にテスト
の内容を簡約化したとき，ごくわずかに学生から
のクラス変更依頼が出された．そこで４年目に試

験問題を追加し，問題属性をより詳しく書き加え
たところ，クラス変更依頼はなくなった．もちろ
ん，これらの変更はテストの内容的な信頼性に基
づくもので，サーバ・プログラムの問題ではない．
教員が自由にテスト内容を変更することが出来る
というMY Serverの自由度の高さ，問題属性を書
き込むことが出来るプラットフォームとしての優
秀性を実証するものと理解できる．
　それまではクラス分け後も数日から1週間に渡
りクラスが確定せず，授業の運営が学期最初は
滞ることがあった．しかし，MY Server導入以降，
学期初日からフルに授業活動に入ることが出来る
ようになった．1年という限られた短い留学期間
では，たとえ1週間でも貴重である．留学生は1週
間に10コマの授業をこなすが，10コマとは学部生
のほぼ1学期の３分の２のコマ数にあたる．この
間接的な教育的効果が少ないはずがないと確信し
ている．
　現在，センターでは，MY Server上で留学生向
けの自宅学習支援パッケージが常時公開されてお
り，日々の日本語学習の補助として活用されてい
る．この支援パッケージの中には，語彙テスト，
漢字テスト，読解支援ソフト（漢字の読み，語彙
の意味を，ワンクリックで表示する）などが含ま
れている（《図１１》参照）．
　これらの教材やテストはこれまでは紙の形で行
われていたものだが，それをそのまま利用してオ
ンライン化している．WordやExcelで作られてい
れば，そのままMY Serverで活用することが出来
る．すべてを一から作るのではなく，これまで
に作成した教材を活用できるという点でも，MY 

Serverは優れていると言える．

6. 今後の展開

　MY Serverは，オンライン教育プラットフォー
ムとして構築されているので，当然，外国語教
育だけでなくあらゆる教育分野に適用できる．
Expression Web 2 (Microsoft) / Dreamweaver (Adobe) 

/ kompoZer (free) などのHTMLエディタを使えば，
通常のワープロとほとんど同じように教材を作成
することができ，それをそのままサーバにおくだ



《図１１：自宅学習支援パッケージの一例》
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けで自動応答＆自動採点プログラムとして利用で
きる．そして，その便利さもさることながら，そ
れを個人のPCからオンラインで提供できるモバ
イル性は，このサーバの最も優れた点であり，他
の教育分野にそのまま応用できる汎用性を備えて
いる．
　また，このMY Serverの特筆すべき点は，個人
が自分自身のPC上でデータを管理できる点であ
る．これによって，教員が環境に左右されずにオ
ンライン教育に取り組むことが可能になる．この
ような小さな努力が積み重なっていけば，大規模
なオンライン教育の構築にもつながっていくであ

ろう．
　筆者らのパイロット・プロジェクトの目標は，
学生には，Web上の言語学習の機会を提供し，教
員には，「モバイル・サーバ」としてのパーソナ
ル・サーバを提供することであったが，その目
標はほぼ達成された．MY Serverは現在では第３
版まで改良が進んでおり，誰でも使えるように，
無償で公開している．以下がそのサイトである．
(http://www3.nufs.ac.jp/~matsmura/)

　他の教育機関の教員の方々にも使っていただ
き，今後もさらに汎用性が広がるように修正，改
訂を加えていきたいと考えている．
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注
1) 総合科学研究科21世紀科学プロジェクト「言語と情

報研究プロジェクト」(代表：吉田光演)による公開

セミナーとして以下の関連セミナーを開催した．第

6回セミナー（2006年3月） “e-teaching ソフトウェア 

“MY Server”による教室授業とonline 授業との並行

化への試み ―教師が e-learning を行うための WEB 

desktop server への案内”（松村保寿，徳本浩子），第

12回セミナー（2007年2月）「手作りe-teachingサーバ・

ワークショップ 」（松村保寿，徳本浩子），第20回セ

ミナー (2008年2月)「言語研究/言語教育者のための

WEBプログラム－WEB上で自然言語データを解析

するためのツールとしてのMY Server - 理論と応用」

（松村保寿，徳本浩子），第23回セミナー (2009年3月) 

「MY Server 利用のその後の展開：留学生日本語授業

における学習支援パッケージ」（徳本浩子）．

2) 現在では(広島大学も含め)幾つかの大学にWebCTの

ようなLMS（学習マネジメントシステム）も導入さ

れているが，まだ教育の現場で普及しておらず，外

国語教育で多用される（選択，穴埋め，並び替えな

どの）多彩なテストには対応しきれていない．広

島大学では，外国語教育用のLMSシステムとして

TERRAサーバを設置して外国語学習サイトを設置

しているが，このTERRAシステムも設置にコスト

がかかり，問題作成も(外国語用に特化されている

が)まったく自由というわけではない（吉田・田中 

2004）．フリー LMSとして，Moodleなどもあるが，

大規模・体系的に授業で使うのはまだ容易ではない．

なお，コンピュータ・Webを利用した教育として，

「オンライン教育」，“e-Learning”，CALLなど様々な

概念が混在しているが，ここでは ｢オンライン教育」

という用語を使用する（オンライン教育＝遠隔教育

とは限らない）．

3) 広島大学には情報メディア教育研究センターがあ

り，教職員がアカウントを取得できる．さらに広島

大学独自のサーバを利用してWebページを開設する

サービスも提供している．しかし，利用できるアプ

リケーションが限られているなどの問題があり，ま

た，セキュリティの問題などもあって独自のサーバ

を立ち上げるのはかなりの制約がある．名古屋外国

語大学での問題については２節を参照．

4) 本システムのデザインは徳本が行い，そのプログラ

ミングは名古屋外国語大学の松村保寿が担当した．

本研究はシステムのコンセプト・デザインについて

の報告であり，コードに関する問題には触れない．
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